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Analysis of expression of programed cell death ligand 1 (PD-L1) and BRAFPV600EP mutation in 
thyroid cancer 
（甲状腺癌における Programmed cell death-ligand 1 (PD-L1)発現と BRAFV600E遺伝子変異
の検討 ） 




状腺癌における PD-L1 の発現と BRAFV600E遺伝子変異の有無、および細胞性免疫や液性因子との関連を調
べ、抗 PD-L1 抗体薬での治療の有効性を予測する因子を検討した。 
【方法】初発の甲状腺癌 33 症例を対象とした。甲状腺癌臨床検体を用いて PD-L1 発現と BRAFV600E遺伝子
変異および CD8 発現を免疫組織学的染色法で調べ、臨床病理学的因子や予後との関連を調べた。 
【結果】免疫組織学的染色の結果、PD-L1 は 23 例 (69.7%) に発現を認めた。甲状腺未分化癌における PD-L1
陽性率は 3.36% (range 0-10.12)であり、他の組織型と比べて高い傾向が見られた。PD-L1 発現と臨床病理学
的因子の検討では、炎症性マーカーの一つである Stimulation index 値の低下と有意に相関した(p=0.046)。















令和 ２年 1 月 ３０日 
大学院医学研究科長 様 
 
  下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
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PD-L1 発現は 13 例 (39.4%) に陽性で、臨床病理学的因子との相関解析では、炎症性マー
カーの一つである Stimulation index 値の低下と有意な相関を認めた(p=0.046)。BRAFV600E







令和２年 1 月６日に開催された学位論文審査会で研究成果が報告された。審査会では、I 期
―IV 期が混在した状態で予後解析をする妥当性、ATC, FTC, MTC といった予後も生物学的特
性も全く異なる組織型が一般的な PTC と混在して解析されている点、予後解析における少数
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